
 
 

コミュニティ・スクールの進捗状況について 
 

１ 上総小櫃中学校区コミュニティ・スクールの進捗状況について 

（１）上総小櫃中学校区コミュニティ・スクール説明会について 

①教職員対象の説明会について 

 ・６月２２日（木）に上総小櫃中学校、小櫃小学校、上総小学校３校の教職

員を対象にリモートで説明会を実施した。 

②保護者、地域住民対象の説明会について 

  ・９月１９日（水）小櫃公民館、８名 

  ・９月２０日（木）上総公民館、参加者９名 

  ・９月２７日（火）松丘コミュニティセンター、参加者４名 

  ・９月２８日（水）亀山コミュニティセンター、参加者６名 

 ③説明会における意見の概要 

 （ア）コミュニティ・スクールへの期待 

   ・人口減少と高齢化が急速に進む上総小櫃中学校区で、他の地域にない特

色のある教育環境をつくることが、この地域の未来に明るい希望を見

出す要素の一つになるのではないか。 

・意図的に小中学校を拠点に子どもと大人、地域間の交流の場づくりを進

めることで、子どもたちと地域のかかわりを取り戻すことや各地区の融

和を図ることにつながるのではないか。 

・子どもたちのためにいろいろな視点で地域の力を学校に注いでいく取り

組みとなり、教員の働き方改革にもつながるのではないか。 

 （イ）コミュニティ・スクールへの疑問、意見等 

 ・学校統合の際には、地域への十分な説明の機会がもたれなかった。地域

とともにある学校づくりはこの地域にとっても重要なテーマであるた

め、教育委員会全体でかかわる体制を整え、十分に地域の理解を得なが

ら実施してほしい。 

・今回の説明会にほとんど保護者世代の参加がなくて残念である。 

・地域と学校で新たな組織体制づくりを進めるにあたって、既存の団体や

ボランティアとのかかわり方、それぞれの活動の調整などにどのように

取り組んでいくのかが課題である。 

 

 

資料１ 



 
 

２ 上総小櫃中学校区コミュニティ・スクール推進委員会について 

（１）推進委員会概要 

学校運営協議会の仕組みづくりや運営等に関する検討を行うために、各

地区住民及び学校長、公民館長１７名で組織する推進委員会を立ち上げ、１

０月１０日（火）に第１回会議、１２月１３日（水）に第２回会議を実施し

た。 

 

（２）第１回推進委員会における意見の概要 

 ・コミュニティ・スクールの円滑な導入を目指すうえで、学校の現状や学

校と各地域でこれまで取り組んできた活動の整理が必要ではないか。 

・教員も多忙であり、学校や子どもを取り巻く問題への対応は厳しい状況

にある。各地区の意見や要望などを学校づくりに反映させるには、すり

合わせができる場や機会が必要であることから、コミュニティ・スクー

ルの取り組みに期待したい。 

・子どもや保護者はそれほど「地区」を問題と捉えておらず、そこにこだ

わりを持っているのは高齢者世代ではないかと考えている。これからは

小櫃から亀山まで一つの地域として捉えることが重要で、コミュニテ

ィ・スクールを通じて、地域の捉え方を変えていけるような取り組みに

つながると良い。 

 

３ 今後の予定 

 （１）コミュニティ・スクール推進委員会 

・１月、３月実施予定 

 （２）学校運営協議会 

 ・令和６年４月 上総小櫃中学校区学校運営協議会 導入予定 

 

 



君津中央公民館 課題解決学習推進事業 

人権問題学習講座「 子ども の小さ なサイ ン、 気付いていますか？」  

９ 月２ ７ 日（ 水） 午後２ 時から ４ 時まで 

子ども が直面し ている困難な状況（ ＝生き づら さ ） を テーマに、 生き づら さ を

抱える子ども のサイ ンに気付き、どのよう に寄り 添う こ と ができ るのかについて

考え、 子ども 一人ひと り の価値を見出す大人の役割について、 市民、 教職員、 行

政職員それぞれの立場から 学び合う 機会と し て実施する。  

君津中央公民館、 学校人権教育研究協議会共催 

市民、 教職員 

１ 回、 ３ ０ 名 

 

広報き みつ、 君津市公式Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ  

講師： 認定 NPO法人 PI ECES 代表 小澤いぶき 氏 

（ １ ） 講師による講話 

 子ども の周り にはたく さ んの「 大人」 や「 支援者」 がいて、「 支援の場」 も

あるはずなのに、多く の子ども たち が孤立感を抱いているのはなぜかと いう 問

いから 、 子ども の小さ なサイ ンに気付き、 大人がどのよう に寄り 添う こ と がで

き るのかについてロールプレ イ ングを交えながら 学習し た。  

（ ２ ） グループワーク  

 市民、 教職員でグループを つく り 、 講義の感想やこ れから の私たちの行動に

ついて話し 合っ た。「 子ども が子ども でいら れるこ と 、“ あり のままでいいんだ”

と 子ど も 自身が思える よ う な環境を 整える こ と が大人の役割だと 思いまし

た。」、「 子ども にと っ て、 身近な大人と 言えば、 近所の地域の人か教師く ら い。

地域の大人も 、 アンテナを高く 『 いつも 子ども たちを気にかけているよ』 と い

う 声かけや態度が取れるよう になっ たら いい」 などの感想があっ た。  

成果 

子ども を取り 巻く 人権課題を テーマに、 市民、 教職員が共に学び合う こ と ので

き る貴重な機会と なっ ている 。 また、 事前の企画段階から 、 教職員と 連携し テー

マ選定にあたるこ と ができ ており 、教職員の課題意識に基づく 研修機会になっ て

いるこ と が成果である。  

課題 

市民の参加者が教職員と 比較すると 少なく 、市民への周知や学習テーマ選定に

課題が残る 。日常的な市民と のコ ミ ュ ニケーショ ンの中で、学習ニーズや課題意

識を 聞き取るなど対応を図る 必要がある。  
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文化財活用事業 

「 長板中形」 プレ展示・ 講演会 

令和 5 年 11 月 18 日、 11 月 19 日 

市内の文化財を広く 市民へ周知し 、文化財保護に対する理解の促進や郷 

土に対する誇り や愛着心を 育むこ と をめざす。 今回は、 久留里城址資料館 

企画展「 長板中形-松原伸生の伝統と 展開-」 と 連携し 、 より 多く の市民に 

知っ ていただけるよう 、 プレ展示・ 講演会を 実施する。  

一般市民など 

プレ 展示： 見学者 394 人（ 11 月 18 日 276 人、 11 月 19 日 118 人）  

講演会： 150 人（ 11 月 18 日 150 人）  

広報き みつ、 Ｈ Ｐ 、 房総フ ァ ミ リ ア新聞等 

「 長板中形」 は江戸時代から 伝わる型染の一種で、 型紙を用いた伝統的

な染色技法である。 令和 5 年 10 月 18 日、 文部科学省は「 長板中形」 を重

要無形文化財に指定し 、 その技術の保持者（ いわゆる人間国宝） と し て市

内在住の松原伸生氏が認定さ れた。 こ の事業は、 令和元年度実施予定であ

っ たが、 9 月の房総半島台風による市域の被災、 以後はコ ロナ禍により 延

期と し ていた。今年度実施で準備し ていたと こ ろ 、 人間国宝認定のニュ ー

スが重なっ ての開催と なっ た。  

 

【 講演会】（ 会場： 君津市立中央図書館視聴覚室）  

「 現代（ いま） に伝える長板中形」   講師： 松原 伸生氏 

【 プレ 展示】（ 会場： 君津市立中央図書館 1 階ギャ ラ リ ー）  

 資料館企画展の展示資料の一部を 先行展示 

 記録映像「 長板中形 松原伸生の技」 上映 

成果 

・「 長板中形」 や松原氏について、 今回の人間国宝認定の報道等で知っ て

展示・ 講演会に参加し た方も 多く 、 広く 周知するこ と ができ た。  

・ 中央図書館会場では、 交通事情等で久留里城址資料館には行けないと い 

う 方にも 、 作品等を見学し ていただく 機会と なっ た。  

・ プレ展示等から 資料館企画展を Ｐ Ｒ し 、 よ り 多く の方に資料館にも 行っ

ていただく き っ かけと なっ た。  

課題 

・ 展示資料にも よる が、 博物館ではない公共施設での展示は、 温湿度や照

度管理ができ ないこ と 、 露出展示の場合は紛失・ 破損対策の監視員（ 職

員） の配置と いう 課題があり 、 開催期間は短期になる等限界がある 。  

 

2

2



コ ミ ュ ニティ 活性化事業 

第５ ９ 回君津中央公民館文化祭 特別企画「 １ ０ ０ の縁を見つけよう ～

みんなでつく る“ ご近助” 縁日～」  

１ １ 月２ 日（ 祝日・ 金曜日）  

こ の地域に暮ら し ている・ 関わっ ている 一人ひと り の「 知恵・ 力・ 技」 を 分か

ちあっ て、こ の地域の人たちの力を一緒に高めあっ ていく こ と をめざし 、みんな

の力で作る 、 年に一度の「 お祭り 」 を目指すため、 文化祭を 開催する。  

今年度の特別企画は、「 縁」 をキーワード に「 人と 人、 人と こ のまち」 のつな

がり を“ 広げる・ 創る” き っ かけと なる行事を実施する。  

市民 

１ 回、 来館者７ ７ ９ 人、 ボラ ンティ アスタ ッ フ 約５ ０ 人、 出演者４ ０ 人 

自治会回覧、 ホームページ・ SNS、 駅跨線橋チラ シ掲示、 関係機関チラ シ配付等 

（ １ ） お囃子披露 

ホール舞台にて地域団体によるお囃子などを 開催。  

・ 郡春日神社祭囃子保存会 

・ 御霊神社中野太鼓連 

・ 大宮神社久保祭保存会若駒会 

（ ２ ）「 ご近所縁日」（ ミ ニ露店ごっ こ ブース）  

子ども には楽し く 、 大人には懐かし い「 村祭り の縁日」 を２ 階フ ロアに再現。

特別企画ボラ ンティ ア、 中学生や高校生年齢層などのボラ ンティ アや地域団体・

福祉関連施設等の運営による ミ ニ夜店を実施する。  

（ ３ ） フ ード バンク  

（ ４ ） ご近所ネッ ト ワーク 再発見 

地域の祭り の紹介やサーク ルの紹介ポスタ ーを展示 

成果 

・ 来館者から の感謝の声など多数あり 、 行事の趣旨には理解を得ら れたも のと

考えら れる 。  

・ ボラ ンティ ア、 地元祭保存会など多く の人と つながり 、 テーマである「 縁」

探し 、 つながり づく り を達成するこ と ができ た。  

課題 

・ 想定外に来館者が多く 、 時間と 会場が限ら れていたため混雑状況があり 、 安

全管理面で課題があっ た。  

・ ボラ ンティ アに「 口コ ミ 当日飛び入り 」 があり 、 内容や説明などの点で課題

が残っ た。  
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コ ミ ュ ニティ 活性化事業 

第２ ７ 回八重原地区ふれあい文化祭 

令和５ 年１ １ 月１ １ 日（ 土）・ １ ２ 日（ 日）  

地域住民、 学校等、 公民館利用者及び主催事業参加者の学習・ 文化・ スポーツ

活動の発表・ 交流の場と し て開催し 、 地域文化の発展と 地域づく り に寄与する。      

地域住民等 

1 回                 

約 2, 400 人 

自治会回覧、 ポスタ ー掲示 

メ イ ンテーマ「 輝け八重原！はばたけ未来へ！」、 サブテーマ「 新たな絆 

心ふれあう 文化祭」 を掲げ、 開催し た。  

◆作品展示・ 活動紹介 〔 参加団体２ ５ 〕  

サーク ル、 地域内幼・ 保・ 小・ 中・ 特支の作品展示、 自主事業活動紹介 

◆催し 物〔 参加団体８ 〕  

◆音楽・ 芸能発表〔 参加団体２ ４ 〕  

◆映像発表〔 参加団体 1７ 〕  

コ モンスペースにてモニタ ーで上映 

◆その他 

探訪ク ロスワード ク イ ズ「 めぐ り マス」、  

消防団車両展示 

成果 

サーク ル・ 団体活動支援、 発表・ 催し 物への参加が難し いサーク ルの参加を保

障するために昨年から 実施し ている、 映像発表に引き 続き力を入れると と も に、

作品展示を依頼する保育園の枠を広げる、各展示サーク ルによる体験会の実施な

ど、より 参加者と 来館者と の交流を広げるこ と を目指し た結果、すべての部門で

参加団体が昨年を上回り 、 多く の来館者に好評を得た。  

課題 

館内を周遊し ながら ヒ ント を探し 、 解いていく ク ロスワード ク イズ「 めぐ り マ

ス」 では、 参加者と サーク ル関係者と の交流が昨年より も 深まり 、 両者から 好評

を得たが、 終了後の反省と し て、 ヒ ント の出し 方や、 掲示場所・ 方法などについ

て、 さ ら なる工夫が必要と の声があっ た。  

また、 展示部門での体験コ ーナーについては、 サーク ルごと に開催時間を割り

振り 、 交代で実施し たが、 想定以上の参加者によっ て時間が足り なく なると いう

嬉し い悲鳴が聞かれ、 実施場所、 時間などについて、 次年度以降の開催では、 改

善を検討するこ と と し た。  
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青年事業 

みんなのと も かつ 

令和５ 年６ 月～令和６ 年３ 月 

「 婚活」 の手前の「 友活」 と し て、 異性・ 同性の区別なく 仲間づく り がで

き る場と する 。 また、 対象年齢を 25 歳～50 歳前後に限定し 、 普段公民館

になじ みの薄い層が公民館を知る機会と する 。  

男性： ２ ５ 歳～５ ０ 歳前後の独身で君津市内在住または在勤 

女性： ２ ５ 歳～５ ０ 歳前後の独身の方（ 居住地は問わない） 各１ ０ 名程度 

６ 回 う ち４ 回実施済み、申込者３ ３ 人、のべ参加者４ ０ 人（ 運営

スタ ッ フ は除く ）  

周西公民館地区内自治会回覧、 広報き みつ、 市ホームページ、  

ソ ーシャ ルメ ディ アで配信など 

・ 昨年 10 月から 新規に開設し 、 昨年度は３ 回の講座を 実施。  

・ 今年度は６ 月から ３ 月までの計６ 回、基本的に土曜日の 14 時～16 時( 移

動学習のため 12/2 のみ 9 時～16 時) で計画し ている 。  

・ 今年度のテーマは「 ひと り じ ゃやら ないこ と を やる」。  

・ ②紅茶と ④バスの回は、 ト ーク 内容の補助になるよう に「 プロフ ィ ール

シート 」 を準備し 、 参加者同士が円滑に交流を図れるよう 工夫し た。  

①6/24 みんなでモルッ ク ( 9 人)      

②8/26 紅茶×ト ーク ( 11 人)  

③10/14 絵本×涙活( 9 人)         

④12/2 バス×紅葉( 11 人)  

⑤2/10 瞑想 、 ⑥3/30 お花見 

成果 

・ はじ めて公民館事業に参加し た方が多いため、 新たな利用者層にアプロ

ーチができ ている。 女性の参加者は比較的少ないが、 同性でも 同じ 趣味

で話が広がる 場面も 見ら れ、 新し いつながり づく り に寄与でき ている。 

・ 今年度から 参加者のグループラ イ ンを 作成し たと こ ろ 、個別に連絡を取

っ たり 、 自主的な集まり を呼びかけると いっ た動き も 出てき ている 。  

・ 広報や自治会配布より も LI NE など SNS による周知に効果がある。 

課題 

・ 地区内の申込みや女性の参加者が 1～２ 割程度であり 少ない。  

・ 申込を し てき ても 連絡がつかない、 キャ ン セル連絡も なく 当日も 参加し

ない、 と いう 方も いる ため、 当日の対応に苦慮するこ と がある。  

・ 支援者から「 引き こ も り の方などが社会復帰の一助と し て参加するのは

可能か」と 問い合わせがあり 、多様な参加者の受け入れ方に課題がある。 
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コ ミ ュ ニティ 活性化事業 

周南と 周南公民館のこ れから を 見つめるアンケート ( 周南公民館開館 50 周年記

念事業)  

令和 5 年 3 月 16 日( 木) から 令和 5 年 5 月 8 日( 月) ( 配布期間)  

開館 50 周年の節目に当たり 、 地域住民への意識や生活実態に合わせた調査を行

い、地域の課題を 課題や要望を 明ら かにし 、周南公民館の今後の運理や事業にて

活用を図る 。  

※令和 5 年 6 月 28 日で開館 50 年を迎えた。  

周南地区住民及び公民館利用者 

総回答数 320( 用紙による回答 205、 イ ンタ ーネッ ト による回答 115)  

 

自治会回覧によるアンケート の毎戸配布、 公民館だより による周知、 小中学校を

通じ てのチラ シ配布、 公民館内掲示、 ホームページによる周知等 

○こ れから の公民館事業と 新たな公民館建設の礎と なるよう 、またコ ロナ禍にお

いて地域と 公民館が離れつつある中、改めて地域の方が考えている課題意識やそ

の生活背景などを探るため、 アンケート を 実施し た 

○設問設定に当たっ ては、 開館 40 周年時に実施し た 

住民アンケート と の比較も 踏まえながら 、 周年実行 

委員と 一緒に取り 組んだ。  

○アンケート 実施の際には自治会長会議に出向き説 

明し たほか、 小中学校へも アンケート についての 

チラ シを配布し た。  

○回答結果については、 第 50 回周南地区文化祭の特 

別展示で公開。 現在編集中の開館 50 周年記念誌にて 

最終的な考察を入れた報告を 掲載する。  

 

成果 

10 代～90 代までと 数のばら つきはあっ たも のの地域の生の声を集めるこ と がで

き 、 今後の公民館運営を考える上で貴重な材料を得るこ と が出来た。 またアンケ

ート 結果は公運審での協議や「 周南子ども サミ ッ ト 」 での事前学習にも 活用する

こ と が出来た。  

課題 

回収し たアンケート をどのよ う に公民館事業に活かし て行く のか、スピ ード 感を

も っ て館運営に反映さ せていく こ と が必要である。また結果を地区内の団体と も

共有し ていく こ と も 併せて必要である。  
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課題解決学習推進事業、 人権教育推進事業 

教育講演会『“ 困った子” は“ 困っている子”』  

令和５ 年１ １ 月４ 日（ 土） 午前１ ０ 時から正午まで 

※午前９ 時から９ 時４ ５ 分まで障害者就労継続支援施設による頒布会を実施 

就学前から思春期まで子どもの健やかな成長のために、 特別支援教育の視点から、 個に

応じ た理解と支援について学ぶ機会と する。  

どなたでも 

講演会： 一般９ ８ 名、 保育児９ 名 

頒布会： 約束の樹（ クラフト 作品、 着物リ メ イク作品）、 たぬき工房（ 革小物）  

広報きみつ、 君津市ＨＰ ・ メ ール・ Ｌ Ｉ ＮＥ 、 自治会回覧、 ポスター、 チラシ 等 

講師: 北村 博幸氏／北海道教育大学函館校キャンパス長・ 特別支援教育士スーパーバイザー 

①発達障害について（ Ｌ Ｄ ・ Ａ Ｄ ＨＤ ・ Ａ Ｓ Ｄの特性、 発達障害の偉人紹介 等）  

②長所を伸ばす（ 個人間差と個人内差、 継次処理と 同時処理、 アプローチの仕方 等）  

③事例（ 生育歴や学校での様子、 具体的な支援策、 視点を変えて短所も長所に 等）  

～以下、 参加者からの感想～ 

「 全身で伝えてく れた顕著な事例、 レジュメ に沿ったユニークな解説、 終始楽しく 明解

で印象に残る講演会でし た。」、「 最初から最後まで楽し く おもし ろく あっという 間の時

間でした。第２ 弾、第３ 弾を開催してほし いです。」、「 これまで子育てで悩み、数々の講

演会に参加したり 著書で勉強し たり し てきましたが、 一番感銘を受けまし た。 ここまで

惹きつけられた講師は初めてです。」、「 君津市でこんなに素晴らし い講演が聴けて感謝

しています。 講演前の障害者施設による販売もよかったです。 素敵なおみやげ付きの１

日になり ました。」、「 土曜日開催であり がたかったです。小学校教員ですが、子どもの見

方、 支援の仕方が広がり ました。 これからの子どもとのかかわり に役立てたいです。」、

「 教員ですが、 発達障害の特性について、 こんなに具体的に聞けることはないので貴重

でし た。“ 困った子” と捉えると 支援はう まく いかない！肝に銘じます。」  

【 成果】  

・ 満足９ ３ ％、 やや満足７ ％と１ ０ ０ ％の方から好評 

をいただいた。（ Ｎ＝８ ７ ）  

・ 教員や保育士の方にも多く ご参加いただき、 定員を 

大きく 上回る盛況ぶり で、 発達障害や特別支援教育 

に対するニーズの高さが伺えた。  

・ 講演会前に実施し た障害者就労継続支援施設の頒布 

会は参加者からも出店者からも好評で、 遅刻防止の 

観点からも効果が見られた。  

【 課題】  

・ 講演会終了後に、 園長から他の研修での講演希望が 

あったほか、 教員や保育士、 発達障害のお子さんを 

抱えるご家族から個別相談依頼が複数あり 、 継続し 

た学び・ 個別支援へ課題がある。  
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地域団体支援事業 

（ １ ） 清和の魅力探訪ウォ ーク  

（ ２ ）「 清和の魅力探訪ウォ ーク ガイ ド ブッ ク 」 編集・ 発行 

（ １ ） １ １ 月２ ５ 日（ 土） ９ 時から １ ２ 時３ ０ 分 

公民館と 地域団体、 地域団体相互の連携を 図るこ と により 、地域コ ミ ュ ニ

ティ の維持に寄与する。 また、 清和地区外の人を 参加対象と するこ と で、

関係人口の拡大を図る。  

（ １ ） 小学生以上 ３ ０ 名程度 

（ １ ） １ 回、 ４ ７ 人（ 運営スタ ッ フ ８ 名含む）  

 

清和地区内自治会回覧、 広報き みつ１ １ 月号掲載 

（ １ ） 秋元城跡の講義、 現地ウォ ーキング 

共催： NPO法人いき いき 清和、 清和公民館 

 

（ ２ ） 本事業は平成２ ８ 年より 開始し 、 ８ 年間で１ ０ 回の実施を 終えた。 

清和地区全２ １ 自治会を コ ース

と し た１ ０ 回分を ガイ ド ブッ ク

にまと めるこ と で、清和地区の魅

力を 市内外へ発信し 、清和をはじ

め君津市全体の活性化を図る。  

備考： 市民が主役のまちづく り 事

業支援制度補助金を 活用 

 

成果 

・ 回を重ねるごと に参加者が増え、 本事業が清和地区内に浸透し てき たと

同時に、地域外から の参加者やリ ピ ータ ーも 増え満足度の高い事業と な

っ ている。  

・ 本事業実施により 、NPO法人や体育協会と の連携を深めるこ と ができ た。 

こ う し た連携、 関係性の構築により ガイ ド ブッ ク 発行へと つながっ た。 

課題 

・ 運営する地域団体の後継者・ 担い手が不足し ているため、本事業を 今後

どのよ う に維持し ていく か、 またガイ ド ブッ ク の活用について懸念さ

れる。  
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課題解決学習推進事業 

「 小櫃まるごと 博物館」 構想事業 

令和４ 年４ 月～ 

本事業は、 小櫃・ 上総地区公民館運営審議会意見書「『 子ども 、 若者、 高齢者

など、誰も が地域で暮ら し 続けら れるふるさ と づく り に寄与する公民館事業』 の

実現に向けて」（ 平成 31 年 3 月） を踏まえ、 小櫃地区に点在する史跡や伝説（ 伝

承）、 支援、 生活文化等の地域資源をも と に、 丸ごと 博物館にするいわゆる「 エ

コ ミ ュ ージアム」 実現のためのも のである。こ れまで小櫃地区で取り 組まれてい

る地域学習講座「 小櫃学」、 住民主体の長谷川ホタ ル谷フ ェ スタ 、 おし ゃべり ウ

ォ ーク などを基盤にし ながら 、 I CTを活用するこ と でオンラ イ ンと オフ ラ イ ンを

有機的に結び付け、君津市総合計画に掲げる各種施策への実現を図る（ 市民と も

につく るまちづく り 、地域コ ミ ュ ニティ の活性化、新たな拠点づく り 観光資源の

磨き 上げ）。 こ れにより 、 小櫃地区住民（ 元住民も 含む） にと っ て郷土への誇り

と 愛着をも てる取り 組みと する。  

主に小櫃地区住民 

構想運営会議３ 回（ う ち１ 回はフ ィ ールド ワーク 含む）  

HP、 君津市公式 YouTube 

小櫃学での学習成果を はじ め各種地域資源に関し て映像化し アーカ イ ブ資料

と し ての保存・ 蓄積を図る（ 君津市公式 YouTube を活用） と と も に、 史跡付近の

案内看板に映像（ または関連 HP） にアク セスできる QRコ ード 表示を設置するこ

と で、 オンラ イ ンと オフ ラ イ ンをつなぐ 仕掛けを行う 。  

※こ れまで動画配信し たも の 

「 白山神社の神楽」、「 賀恵渕の大注連縄づく り 」、「 西原の虫送り 」 など 

成果 

開設初年度の令和４ 年度は実施体制の構築と 事業周知に重点を置いた。当初は

実施体制について、構想推進員のみで想定し ていたが、参加者から の意見を踏ま

え、 実働的な構想運営員を設ける体制と し た。 また、 構想推進員の方から 、 大型

ディ スプレイ など機材をご提供いただき 、館内での上映環境が向上し た。事業周

知については、昨年度の文化祭特別企画と し て取り 上げたこ と で、多く の住民の

方の目に留まる機会を創出するこ と ができ た。 今年度も 継続し て上映中である。 

課題 

昨年度は実働体と なる構想運営会議の開催時期が遅く なっ てし まっ たため、担

当職員中心の実施と なっ てし まっ たこ と を踏まえ、今年度は構想運営員と の一体

的推進に注力 
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課題解決学習推進事業 

地域住民交流教室 

８ 月１ ８ 日（ 金）、 １ ０ 月２ ５ 日（ 水）、 １ 月２ ５ 日（ 木）  

地域の身近な人権課題について学習し 、一人ひと り の人権が尊重さ れ、誰も が生

き 生き と 安心し て生活でき る まちづく り を 目指す。地域性を考慮し ながら 人権に

関するテーマを設定し 、 様々な手法で学び、 考え合う 機会を 設ける。  

現代的な人権課題について現状の理解と その背景について理解する。また、 集会

所を 活用し 、 地域住民の交流の拠点づく り を進める。  

一般成人 各回２ ０ 名程度 

全３ 回（ う ち２ 回実施）  

延べ２ ２ 人参加 

自治会回覧、 市ホームページ 

第１ 回 ８ 月１ ８ 日（ 金）「 今、 改めて同和問題を考える」  

講師： 坂井 康人氏（ 千葉県人権センタ ー会員)  

（ 大変満足だっ た： ８ 名 まあ満足だっ た： ３ 名 どちら でも ない： ２ 名）  

 

第２ 回 １ ０ 月２ ５ 日（ 水）「 性別の多様性と 人権」  

講師： 高橋 富美代氏（ 千葉地方法務局木更津支局総務課長）  

（ 満足： ２ 名 やや満足： ４ 名）  

 

（ 予定） 第３ 回 １ 月２ ５ 日（ 木）「 障害のある人と 人権」  

講師： 芳賀 茂氏（ アビリ ティ ーズジャ スコ 木更津センタ ー 管理者）  

成果 

第１ 回は同和問題を 改めて歴史的視点から 紐解いていただき 、分かり やすい講

話を いただいた。今後も 同和問題に対する正し い理解を促進するための機会を 作

っ ていきたい。  

第２ 回は性別の多様性について、 法整備の動向を 中心に、 分かり やすい講話を

いただいた。  

 

課題 

参加者数の減少と 題材探し の難し さ  
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中央図書館読書推進事業 

ちゃ いるどたいむ 

令和５ 年９ 月～ ※令和５ 年８ 月に夏のイ ベン ト と し て実施 

 乳幼児や配慮の必要な子ども を持つ家庭が、 気兼ねなく 図書館へ来館し 、 幼少

期から 本に触れ、 親し むき っ かけをつく るこ と により 、 図書館の利用促進を 図る

と と も に、 子育て支援の一助と する。  

なお、「 ち ゃいるどたいむ」 は、 図書館の開館時間内での実施を検討し ている

ため、 周知期間を設け、 子連れ以外の利用者にも 理解を 求め、 誰も が利用し やす

い図書館を 目指す。  

 

乳幼児や配慮の必要な子ども を持つ家庭 

毎週木曜日１ ０ 時から 正午  

計１ ３ 回（ 令和５ 年１ １ 月末時点）  

（ １ ） 広報きみつ、 こ ども と し ょ かんだより  

（ ２ ） 市ホームページ、 母子手帳アプリ 「 つみき」  

（ ３ ） 図書館ホームページ、 館内掲示、 チラ シ配布（ 市内保育施設・ 公民館・  

図書館）  

午前１ ０ 時から 正午までの時間帯を 幼い子ども と その家族が気兼ねなく 安心

し て図書館を利用できる時間帯と する。  

成果 

ちゃ いるどたいむ実施時間中、 こ ども と し ょ かん内のカ ーペッ ト を敷いたスペ

ースでく つろぐ 親子が見ら れている。 また、 毎月第２ ・ 第４ 木曜日に実施する親

子向けの定例行事「 わら べう たの時間」「 おひざにだっ こ の絵本の時間」 には、 わ

ら べう たの時間で平均し て毎回１ ５ 名ほどの親子が参加し ており 、 利用促進につ

ながっ ていると 感じ ら れた。  

 

課題 

 配慮の必要な子ども のいる 家庭は平日の日中に図書館を 利用する こ と が難し

い。 気軽に来館でき る日程を 検討すると と も に、 周知を 図る必要がある。  
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問い合わせ先： 君津市立中央図書館 0 4 3 9 （ 5 2 ） 4 6 4 6  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

日時：毎週木曜日 午前１０時から 正午 

場所：中央図書館 こどもとしょかん 
 

 

 

～ちゃいるどたいむっ て？～ 
「 子ども が騒いでし まう から ……」  

「 静かな場所でう ちの子が急に泣き 出し たら どう し よう 」 と  

心配さ れている方が、 気兼ねなく ご来館いただける時間です。  

いつも より ちょ っ と にぎやかになっ ても 大丈夫。  

お子さ んと 一緒に図書館でゆっ たり と お過ごし く ださ い♪ 

※託児サービスではあり ません 

 

令和５年９月からスタ ート！ 
 

 

 

～利用者のみなさ まへおねがい～ 
ちゃいるどたいむ中は、 通常より 館内が 

にぎやかになっ てし まう こ と があり ます。 

温かく 見守っ ていただけますよう  

ご理解と ご協力をお願いいたし ます。  
 

10

13



博物館普及事業 

資料館講座「 古文書講座 初級編」  

令和 5 年 5 月 27 日、 6 月 10 日、 24 日、 7 月 8 日 

君津市域に残さ れた史料をも と に、古文書の基本的な読解法歩の習得を

めざす。 歴史には興味があるも のの、 こ れまで古文書に接し たこ と のない

初心者に向けてのも ので、 読む力を 身につけていく なかで、郷土の歴史に

対する関心を 高め、 地域史料の重要性を理解する機会と する。  

一般市民など 

4 回 

103 人（ 1 回目 26 人、 2 回目 26 人、 3 回目 26 人、 4 回目 25 人）  

広報き みつ、 Ｈ Ｐ 、 房総フ ァ ミ リ ア新聞 

久留里大谷に残さ れた史料「 大谷区有文書」（ 館寄託資料） をテキスト に、

古文書・ く ずし 字の基礎を学ぶと と も に、 史料から 江戸時代の大谷村の様

相を 読み解いた。  

講師： 職員 協力： 雨城古文書同好会 

第 1 回「 古文書と は何か」  

第 2 回「 数字から 見る江戸時代の村」  

第 3 回「 江戸時代の村の支配のし く み」  

第 4 回「 江戸時代の村の姿を 読み解く 」  

成果 

・ ただく ずし 字を 追う だけではなく 、 身近な地域（ 大谷村） の人口・ 地勢・

自治・ 水利など、 史料から 当時の様相を読み解く 中で、 地域資料の重要

性を 認識でき るよう 努めた。 アンケート では「 身近な村が対象で…も っ

と 知り たく なっ た」「 地区の歴史やその時代の農業の様子がわかっ て大

変おも し ろ い」 などの回答を 得た。  

・ 近年は講座の講師を「 雨城古文書同好会」 の熟達し た会員が務めていた

ので、 講師が職員に代わる のは市民参加・ 地域活性の意味で逆行し てみ

える が、 今年度は特に継続的な学習の促進や、 講座の運営面で同好会と

連携を 深める こ と ができ た。  

・ 初心者に開かれた講座を意識し 、 アンケート では「 初級から のスタ ート

で良かっ た」「（ 内容から ） 興味が高まっ た」 などの回答を 得た。  

課題 

・ 館収蔵の地域資料で日の目を 見ないも のも 多く あり 、資料の情報発信な

ど、 講座以外での活用方法も 検討する必要がある。  

・ 参加者の年齢層に偏り があり 、 多く の世代に開かれ、 参加し やすく 興味

を持てる工夫が必要である。  
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別
紙

１
資

料
３



※
バ

ス
停

は
設

置
予

定



第
２

回
 ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

令
和

５
年

１
１

月
1

5
日

（
水

）

君
津

市
公

民
館

等
再

整
備

基
本

計
画

小
糸

公
民

館
の

再
整

備
計

画

～
施

設
の

具
体

的
な

整
備

方
針

案
を

確
認

・
検

討
し

よ
う

!
～

君
津

市
・君

津
市

教
育

委
員

会

資
料

４
-
１



1

本
日

の
流

れ
１

．
開

会
あ

い
さ

つ

２
．

前
回

の
お

さ
ら

い

３
．

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

進
め

方
の

説
明

４
．

基
本

計
画

素
案

の
説

明

５
．

各
グ

ル
ー

プ
で

意
見

交
換

・
テ

ー
マ

①
:

再
整

備
の

コ
ン

セ
プ

ト
案

を
確

認
・
検

討
し

よ
う

・
テ

ー
マ

②
:

施
設

の
具

体
的

な
整

備
方

針
案

を
確

認
・
検

討
し

よ
う

６
．

結
果

発
表

７
．

閉
会

あ
い

さ
つ

・
事

務
連

絡



2

 

公
民

館
の

現
状

や
課

題
、

今
後

の
再

整
備

の
方

向
性

に
つ

い
て

、
地

域
に

お
住

ま
い

の
み

な

さ
ま

や
活

動
団

体
の

み
な

さ
ま

と
意

見
交

換
を

行
い

ま
す

。

み
な

さ
ま

の
ご

意
見

を
今

後
の

再
整

備
基

本
計

画
の

策
定

の
参

考
に

し
て

い
く
こ

と
を

目
的

と

し
ま

す
。

【ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

目
的

】

■
今

年
度

の
住

民
・

関
係

者
の

参
加

と
計

画
策

定
の

フ
ロ

ー



3

回
数

実
施

時
期

内
容

第
１

回
令

和
5

年
6

月
2

1
日

（
水

）
小

糸
地

区
や

公
民

館
の

現
状

・
課

題
等

を
確

認
し

、
こ

れ
か

ら
の

公
民

館
の

あ
り

方
、

使
い

方
の

イ
メ

ー
ジ

を
出

し
合

う

第
２

回
令

和
5

年
1

1
月

1
5

日
（

水
）

基
本

計
画

素
案

に
つ

い
て

確
認

・
検

討
す

る
。

主
に

活
用

・
活

動
の

観
点

か
ら

意
見

交
換

。

各
回

の
概

要



4



5

前
回

の
お

さ
ら

い
（

第
1

回
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

 開
催

結
果

)



6

①
開

催
日

時
令

和
５

年
６

月
2

1
日

（
水

）
1

9
時

～
2

1
時

②
参

加
者

数
1

8
名

③
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
テ

ー
マ

小
糸

公
民

館
の

将
来

イ
メ

ー
ジ

～
こ

ん
な

公
民

館
に

な
っ

た
ら

い
い

な
～

第
１

回
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

開
催

概
要

２
.前

回
の

お
さ

ら
い



7

第
１

回
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

開
催

結
果

２
.前

回
の

お
さ

ら
い



8



9

３
.ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
進

め
方

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
と

は
？

◯
さ

ま
ざ

ま
な

立
場

の
人

々
が

集
ま

っ
て

、
◯

自
由

に
意

見
を

出
し

合
い

、
◯

互
い

の
考

え
を

尊
重

し
な

が
ら

、
 意

見
や

提
案

を
ま

と
め

上
げ

て
い

く
場

で
す

。

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

マ
ナ

ー
、

基
本

ル
ー

ル
◯

相
手

の
意

見
を

最
後

ま
で

聞
く

、
さ

え
ぎ

ら
な

い
。

◯
相

手
の

意
見

を
否

定
し

な
い

、
尊

重
す

る
。

◯
話

し
合

い
の

時
間

を
独

り
占

め
し

な
い

。
（
話

し
合

い
の

機
会

を
大

切
に

す
る

、
発

言
は

で
き

る
だ

け
簡

潔
に

す
る

等
）



1
0

➀

公
民

館
の

老
朽

化
へ

の
対

応

《
第

１
回

》
《

第
２

回
》

今
日

の
話

し
合

い
の

テ
ー

マ

３
.ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
進

め
方



1
1

工
程

内
容

所
要

時
間

自
己

紹
介

・
グ

ル
ー

プ
に

分
か

れ
て

各
自

簡
単

な
自

己
紹

介
５

分

意
見

交
換

・
テ

ー
マ

に
関

す
る

意
見

交
換

 
6

5
分

結
果

発
表

・
グ

ル
ー

プ
の

代
表

者
に

よ
り

各
グ

ル
ー

プ
結

果
に

つ
い

て
発

表
1

0
分

 

タ
イ

ム
テ

ー
ブ

ル

３
.ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
進

め
方



1
2

 

①
再

整
備

の
コ

ン
セ

プ
ト

-基
本

目
標

 案
を

確
認

・
検

討
し

よ
う

。

３
.ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
進

め
方



1
3

整
備

の
考

え
方

主
な

諸
室

機
能

分
類

•
集

会
や

講
演

会
等

の
利

用
と

し
て

地
域

住
民

が
集

え
る

充
分

な
ス

ペ
ー

ス
の

確
保

•
卓

球
等

の
屋

内
ス

ポ
ー

ツ
が

で
き

る
造

り
•

発
災

時
の

避
難

場
所

と
し

て
安

心
し

て
過

ご
し

や
す

い
空

間
講

堂

公
民

館
機

能
(生

涯
学

習
機

能
、

集
会

機
能

等
)

施
設

①

•
多

様
な

サ
ー

ク
ル

活
動

等
が

可
能

な
構

造
会

議
室

１
(研

修
室

)
•

会
議

室
に

畳
表

を
設

置
し

て
の

兼
用

可
•

1
部

屋
に

は
茶

室
の

機
能

を
設

け
る

•
発

災
時

に
は

具
合

の
悪

い
方

の
救

護
所

等
と

し
て

利
用

で
き

る
よ

う
、

講
堂

と
同

じ
フ

ロ
ア

・
近

い
レ

イ
ア

ウ
ト

で
検

討

会
議

室
２

(兼
和

室
)

•
サ

ー
ク

ル
利

用
だ

け
で

な
く

、
災

害
時

の
活

用
も

想
定

し
た

造
り

会
議

室
３

(兼
調

理
実

習
室

)

•
陶

芸
だ

け
で

な
く

、
工

作
も

で
き

る
工

芸
室

会
議

室
４

(兼
工

芸
室

)

•
子

ど
も

が
安

心
し

て
遊

べ
、

親
世

代
の

交
流

場
所

に
も

な
る

部
屋

づ
く

り
（

現
況

機
能

の
継

承
）

プ
レ

イ
ル

ー
ム

子
育

て
支

援
機

能

•
中

央
図

書
館

分
室

と
し

て
1

0
0

0
0

冊
程

度
の

蔵
書

図
書

室
図

書
館

機
能

•
支

所
機

能
を

継
承

。
事

務
室

は
公

民
館

と
兼

用
地

域
市

民
セ

ン
タ

ー
行

政
窓

口
機

能

•
誰

も
が

立
寄

り
・

集
い

や
す

い
雰

囲
気

ホ
ー

ル
管

理
・

衛
生

等

•
事

務
用

倉
庫

倉
庫

•
バ

リ
ア

フ
リ

ー
を

考
慮

し
た

造
り

•
お

む
つ

交
換

台
や

授
乳

室
等

、
子

育
て

世
代

が
利

用
し

や
す

い
施

設
設

備
の

検
討

ト
イ

レ

•
中

保
育

園
・

小
糸

保
育

園
を

統
合

し
定

員
9

0
人

程
度

の
保

育
所

と
し

て
整

備
•

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

の
観

点
か

ら
建

物
や

園
庭

は
拠

点
施

設
と

は
分

離
・

別
棟

と
し

て
整

備
※

民
営

化
（

敷
地

外
整

備
も

含
む

）
も

選
択

肢
と

し
て

検
討

す
る

。

保
育

園

保
育

機
能

(児
童

福
祉

)
施

設
②

•
講

堂
か

ら
利

用
し

や
す

い
配

置
防

災
倉

庫
災

害
拠

点
機

能
そ

の
他

•
6

0
台

程
度

。
移

動
図

書
館

の
駐

停
車

場
所

や
、

地
区

文
化

祭
等

の
イ

ベ
ン

ト
利

用
も

想
定

。
•

雨
天

時
に

送
迎

利
用

者
や

図
書

(中
央

図
書

館
よ

り
搬

入
出

)が
濡

れ
な

い
よ

う
、

ポ
ー

チ
に

面
す

る
位

置
に

配
置

す
る

駐
車

場

―

•
既

存
の

モ
ザ

イ
ク

タ
イ

ル
壁

画
の

保
全

に
つ

い
て

は
、

様
々

な
視

点
か

ら
検

討
を

進
め

る
。

壁
画

―

 

②
施

設
の

具
体

的
な

整
備

方
針

案
を

確
認

・
検

討
し

よ
う

。

３
.ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
進

め
方

導
入

機
能

等
(案

)



1
4

基
本

計
画

素
案

の
説

明



1
5

柔
軟

な
利

活
用

が
可

能
な

施
設

整
備

公
共

施
設

と
し

て
の

基
本

性
能

を
充

足
し

た
施

設
整

備
防

災
拠

点
機

能
の

強
化

誰
も

が
安

心
・

安
全

・
快

適
に

利
用

で
き

、
安

定
的

な
行

政
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

し
続

け
ら

れ
る

施
設

を
目

指
し

ま
す

Ｄ
Ｘ

等
の

技
術

を
活

用
し

た
行

政
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

向
上

を
図

り
ま

す 将
来

的
な

施
設

管
理

コ
ス

ト
削

減
の

た
め

、
既

存
施

設
の

複
合

化
や

現
存

す
る

公
共

用
地

を
活

用
し

た
整

備
に

努
め

ま
す

シ
ン

プ
ル

で
実

用
性

の
高

い
施

設
を

基
本

と
し

つ
つ

、
多

様
な

ニ
ー

ズ
に

対
応

で
き

る
設

え
を

効
率

的
・

機
能

的
に

再
整

備
し

ま
す

施
設

内
レ

イ
ア

ウ
ト

は
、

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

な
利

用
が

可
能

な
、

機
能

を
固

定
し

な
い

エ
リ

ア
の

配
置

や
運

用
方

法
に

つ
い

て
も

検
討

し
ま

す

地
区

の
避

難
場

所
と

し
て

、
耐

震
性

の
確

保
さ

れ
た

建
物

に
再

整
備

し
ま

す
イ

ン
フ

ラ
途

絶
時

で
も

機
能

す
る

防
災

拠
点

と
す

る
た

め
に

、
発

電
機

・
蓄

電
器

の
導

入
や

、
避

難
場

所
と

し
て

充
分

な
ス

ペ
ー

ス
の

確
保

等
を

検
討

し
ま

す

公
民

館
等

再
整

備
を

契
機

と
し

た
地

区
の

拠
点

形
成

（
小

糸
地

区
・

小
櫃

地
区

）

生
涯

学
習

施
設

と
し

て
多

世
代

に
利

用
さ

れ
る

公
民

館
を

軸
に

、
地

区
の

公
共

施
設

の
再

編
（

複
合

化
・

集
約

化
）

を
図

り
ま

す
多

様
な

目
的

で
訪

れ
る

人
々

が
出

会
う

こ
と

に
よ

り
新

た
な

活
動

や
交

流
が

生
ま

れ
る

、
地

域
の

“人
”と

共
に

成
⾧

す
る

拠
点

づ
く

り
を

進
め

ま
す

君
津

市
公

民
館

等
再

整
備

の
基

本
方

針

４
.基

本
計

画
素

案
の

説
明



1
6

君
津

市
公

民
館

等
再

整
備

の
基

本
方

針

４
.基

本
計

画
素

案
の

説
明

施
設

の
再

整
備

の
考

え
方

-建
物

の
造

り
に

つ
い

て
-

施
策

取
組

 ★
:

重
要

取
組

(1
)省

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

推
進

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

機
器

等
の

導
入

推
進

★
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
建

築
の

推
進

(2
)再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

利
用

の
推

進
市

有
施

設
・

遊
休

地
に

お
け

る
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

設
備

等
の

導
入

推
進

★
低

炭
素

電
力

の
利

用
推

進
(5

)吸
収

源
対

策
の

推
進

森
林

資
源

の
活

用
(7

)デ
ジ

タ
ル

技
術

の
活

用
に

よ
る

脱
炭

素
化

の
推

進
D

X
の

推
進

①
シ

ン
プ

ル
で

、
実

用
性

の
高

い
施

設

君
津

市
の

「
環

境
グ

リ
ー

ン
都

市
」

実
現

に
向

け
、

「
第

5
次

君
津

市
地

球
温

暖
化

対
策

実
行

計
画

」
の

施
策

に
従

っ
て

、
主

に
以

下
の

事
項

に
取

り
組

み
な

が
ら

再
整

備
を

行
う

も
の

と
し

ま
す

。
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

コ
ス

ト
の

低
減

に
つ

な
げ

る
べ

く
、

再
整

備
後

の
運

営
維

持
管

理
を

考
慮

し
た

エ
ネ

ル
ギ

ー
利

用
等

の
最

適
化

を
図

る
も

の
と

し
ま

す
。

②
誰

も
が

利
用

し
や

す
い

施
設

③
地

球
環

境
に

優
し

い
施

設

他
用

途
へ

の
転

用
が

可
能

な
Ｓ

Ｉ
（

ス
ケ

ル
ト

ン
イ

ン
フ

ィ
ル

）
の

考
え

方
の

も
と

、
シ

ン
プ

ル
な

施
設

構
成

と
し

つ
つ

多
様

な
社

会
教

育
、

文
化

、
ス

ポ
ー

ツ
・

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

活
動

を
受

け
容

れ
る

造
り

と
し

ま
す

。
日

常
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
や

施
設

内
レ

イ
ア

ウ
ト

の
変

更
の

容
易

性
な

ど
実

用
性

を
重

視
す

る
こ

と
と

し
ま

す
。

バ
リ

ア
フ

リ
ー

や
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
な

ど
を

考
慮

し
た

施
設

の
造

り
と

し
、

誰
も

が
使

い
や

す
い

施
設

と
し

ま
す

。
ホ

ー
ル

等
の

よ
う

な
フ

リ
ー

ス
ペ

ー
ス

的
空

間
を

設
け

、
誰

も
が

気
軽

に
立

ち
寄

れ
て

、
用

事
が

な
く

と
も

憩
い

・
く

つ
ろ

げ
る

環
境

を
整

備
し

、
に

ぎ
わ

い
や

交
流

を
生

む
拠

点
的

施
設

と
し

ま
す

。



1
7

君
津

市
公

民
館

等
再

整
備

の
基

本
方

針

４
.基

本
計

画
素

案
の

説
明

公
民

館
等

の
再

整
備

に
お

い
て

は
、

民
間

活
力

に
よ

り
効

率
的

・
効

果
的

な
整

備
を

進
め

る
と

と
も

に
、

地
域

の
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
を

活
か

し
た

に
ぎ

わ
い

・
魅

力
づ

く
り

を
官

民
連

携
で

検
討

し
て

い
き

ま
す

。
令

和
5

年
8

月
～

9
月

に
民

間
事

業
者

等
を

対
象

と
し

た
サ

ウ
ン

デ
ィ

ン
グ

調
査

を
実

施
し

ま
し

た
。

調
査

結
果

か
ら

、
公

民
館

等
再

整
備

に
お

け
る

民
間

活
力

の
導

入
方

針
を

以
下

の
通

り
と

し
ま

す
。

■
民

間
活

力
導

入
の

基
本

方
針

公
民

館
等

再
整

備
事

業
を

包
括

し
て

発
注

（
バ

ン
ド

リ
ン

グ
）

す
る

な
ど

、
事

業
者

の
参

入
意

欲
向

上
や

行
政

コ
ス

ト
の

縮
減

等
に

つ
な

が
る

手
法

を
検

討
し

ま
す

。

地
域

の
利

便
性

向
上

に
資

す
る

事
業

を
施

設
内

ま
た

は
敷

地
内

に
導

入
す

る
こ

と
を

検
討

し
ま

す
。

※
施

設
の

整
備

～
運

営
維

持
管

理
に

お
い

て
民

間
活

力
の

導
入

を
想

定
し

ま
す

が
、

公
民

館
事

業
に

つ
い

て
は

こ
れ

ま
で

通
り

君
津

市
の

直
営

に
よ

り
運

営
す

る
も

の
と

し
ま

す
。

官
民

連
携

と
は

公
共

事
業

、
例

え
ば

公
共

施
設

の
設

計
・

工
事

・
運

営
維

持
管

理
を

民
間

事
業

者
の

ノ
ウ

ハ
ウ

を
取

り
入

れ
な

が
ら

進
め

る
こ

と
で

す
。

官
民

連
携

に
よ

り
、

従
来

の
公

共
サ

ー
ビ

ス
と

民
間

サ
ー

ビ
ス

が
融

合
す

る
こ

と
で

、
利

用
者

の
利

便
性

や
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

向
上

に
つ

な
が

り
ま

す
。

民
間

活
力

の
導

入
-公

民
館

再
整

備
に

お
け

る
官

民
連

携
の

推
進

-



1
8

子
ど

も
か

ら
大

人
ま

で
多

世
代

が
い

き
い

き
と

活
動

し
・

暮
ら

し
続

け
る

 地
域

創
造

拠
点

新
し

い
小

糸
地

区
拠

点
施

設
 の

再
整

備
コ

ン
セ

プ
ト

４
.基

本
計

画
素

案
の

説
明

第
１

回
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
挙

が
っ

た
キ

ー
ワ

ー
ド

等

軽
食

や
お

し
ゃ

べ
り

が
で

き
る

、
気

軽
に

集
え

る
場

所
目

的
が

な
く
て

も
立

寄
っ

て
くつ

ろ
げ

る

気
軽

に
立

ち
寄

れ
る

・
集

え
る

若
い

世
代

が
使

い
た

く
な

る
魅

力
放

課
後

に
使

い
た

い
施

設
子

ど
も

が
楽

し
め

る
・
安

心
し

て
遊

べ
る

子
ど

も
が

集
う

・
立

寄
り

た
く
な

る
バ

リ
ア

フ
リ
ー

（
段

差
の

な
い

建
物

 等
）

車
椅

子
対

応
の

多
機

能
ト

イ
レ

の
設

置
平

屋
建

て

誰
も

が
使

い
や

す
い



1
9

新
し

い
小

糸
地

区
拠

点
施

設
 の

立
地

の
考

え
方

４
.基

本
計

画
素

案
の

説
明

現
在

の
小

糸
公

民
館

の
立

地
を

基
本

と
し

、
隣

接
す

る
公

有
地

も
含

め
た

一
帯

の
敷

地
を

活
用

し
た

拠
点

エ
リ

ア
の

一
角

の
形

成
を

検
討

し
ま

す
。

中
保

育
園

小
糸

小
学

校

学
校

給
食

共
同

調
理

場

周
東

中
学

校

小
糸

ス
ポ

ー
ツ

広
場

小
糸

保
育

園

生
き

が
い

支
援

セ
ン

タ
ー

き
み

つ
メ

イ
ト

●
:

主
な

公
共

施
設

●
:

主
な

民
間

施
設

●
:

主
な

歴
史

文
化

資
源

◆
:

バ
ス

停

小
糸

公
民

館



2
0

新
し

い
小

糸
地

区
拠

点
施

設
 の

導
入

機
能

等
（

案
）

４
.基

本
計

画
素

案
の

説
明

機
能

分
類

主
な

諸
室

整
備

の
考

え
方

施
設

①
公

民
館

機
能

(生
涯

学
習

機
能

、
集

会
機

能
 等

)
講

堂
•

集
会

や
講

演
会

等
の

利
用

と
し

て
地

域
住

民
が

集
え

る
充

分
な

ス
ペ

ー
ス

の
確

保
•

卓
球

等
の

屋
内

ス
ポ

ー
ツ

が
で

き
る

造
り

•
発

災
時

の
避

難
場

所
と

し
て

安
心

し
て

過
ご

し
や

す
い

空
間

会
議

室
１

(研
修

室
)

•
多

様
な

サ
ー

ク
ル

活
動

等
が

可
能

な
構

造

会
議

室
２

(兼
和

室
)

•
会

議
室

に
畳

表
を

設
置

し
て

の
兼

用
可

•
1

部
屋

に
は

茶
室

の
機

能
を

設
け

る
•

発
災

時
に

は
具

合
の

悪
い

方
の

救
護

所
等

と
し

て
利

用
で

き
る

よ
う

、
講

堂
と

同
じ

フ
ロ

ア
・

近
い

レ
イ

ア
ウ

ト
で

検
討

会
議

室
３

(兼
調

理
実

習
室

)
•

サ
ー

ク
ル

利
用

だ
け

で
な

く
、

災
害

時
の

活
用

も
想

定
し

た
造

り

会
議

室
４

(兼
工

芸
室

)
•

陶
芸

だ
け

で
な

く
、

工
作

も
で

き
る

工
芸

室

子
育

て
支

援
機

能
プ

レ
イ

ル
ー

ム
•

子
ど

も
が

安
心

し
て

遊
べ

、
親

世
代

の
交

流
場

所
に

も
な

る
部

屋
づ

く
り

（
現

況
機

能
の

継
承

）

図
書

館
機

能
図

書
室

•
中

央
図

書
館

分
室

と
し

て
1

0
0

0
0

冊
程

度
の

蔵
書

行
政

窓
口

機
能

地
域

市
民

セ
ン

タ
ー

•
支

所
機

能
を

継
承

。
事

務
室

は
公

民
館

と
兼

用

管
理

・
衛

生
等

ホ
ー

ル
•

誰
も

が
立

寄
り

・
集

い
や

す
い

雰
囲

気

倉
庫

•
事

務
用

倉
庫

ト
イ

レ
•

バ
リ

ア
フ

リ
ー

を
考

慮
し

た
造

り
•

お
む

つ
交

換
台

や
授

乳
室

等
、

子
育

て
世

代
が

利
用

し
や

す
い

施
設

設
備

の
検

討

施
設

②
保

育
機

能
(児

童
福

祉
)

保
育

園
•

中
保

育
園

・
小

糸
保

育
園

を
統

合
し

定
員

9
0

人
程

度
の

保
育

所
と

し
て

整
備

•
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

観
点

か
ら

建
物

や
園

庭
は

拠
点

施
設

と
は

分
離

・
別

棟
と

し
て

整
備

※
民

営
化

（
敷

地
外

整
備

も
含

む
）

も
選

択
肢

と
し

て
検

討
す

る
。

そ
の

他
災

害
拠

点
機

能
防

災
倉

庫
•

講
堂

か
ら

利
用

し
や

す
い

配
置

―
駐

車
場

•
6

0
台

程
度

。
移

動
図

書
館

の
駐

停
車

場
所

や
、

地
区

文
化

祭
等

の
イ

ベ
ン

ト
利

用
も

想
定

。
•

雨
天

時
に

送
迎

利
用

者
や

図
書

(中
央

図
書

館
よ

り
搬

入
出

)が
濡

れ
な

い
よ

う
、

ポ
ー

チ
に

面
す

る
位

置
に

配
置

す
る

―
壁

画
•

既
存

の
モ

ザ
イ

ク
タ

イ
ル

壁
画

の
保

全
に

つ
い

て
は

、
様

々
な

視
点

か
ら

検
討

を
進

め
る

。



2
1

４
.基

本
計

画
素

案
の

説
明

基
本

的
な

考
え

方

シ
ン

プ
ル

で
実

用
性

の
高

い
施

設
を

基
本

と
し

つ
つ

、
多

世
代

の
多

様
な

ニ
ー

ズ
に

対
応

で
き

る
設

え
を

効
率

的
・

機
能

的
に

再
整

備
し

ま
す

。
施

設
内

レ
イ

ア
ウ

ト
の

検
討

に
当

た
っ

て
は

、
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
な

利
用

が
可

能
な

機
能

を
固

定
し

な
い

エ
リ

ア
の

配
置

や
運

用
方

法
に

つ
い

て
も

検
討

し
ま

す
。

会
議

室
研

修
室

和
室

・
茶

室

調
理

実
習

室

会
議

室
に

畳
表

を
設

置
し

て
の

兼
用

可

多
様

な
サ

ー
ク

ル
活

動
等

が
可

能
な

構
造

例
:

ダ
ン

ス
等

の
可

能
な

床
材

、
壁

面
鏡

(参
考

:
下

呂
交

流
館

)

(参
考

:
狭

山
市

中
央

公
民

館
)

(参
考

:
三

鷹
市

公
会

堂
)

間
仕

切
り

に
よ

り
部

屋
の

広
さ

・
数

を
変

更
可

能

参
考

イ
メ

ー
ジ

サ
ー

ク
ル

利
用

だ
け

で
な

く
、

災
害

時
の

活
用

も
想

定
し

た
造

り

工
芸

室
陶

芸
だ

け
で

な
く

、
工

作
も

で
き

る
工

芸
室



2
2

４
.基

本
計

画
素

案
の

説
明

講
堂

• • •

参
考

イ
メ

ー
ジ



2
3

４
.基

本
計

画
素

案
の

説
明

ホ
ー

ル

•誰
も

が
立

寄
り

・
集

い
や

す
い

雰
囲

気

参
考

イ
メ

ー
ジ

市
民

活
動

等
の

展
示

も
可

能
な

ス
ペ

ー
ス

(参
考

:
千

葉
市

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

)

オ
ー

プ
ン

で
自

由
に

使
え

る
雰

囲
気

［
左

:
野

毛
青

少
年

交
流

セ
ン

タ
ー

、
右

:
金

田
地

域
交

流
セ

ン
タ

ー
］

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

イ
ベ

ン
ト

(コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

カ
フ

ェ
)で

の
活

用
（

参
考

:
金

田
地

域
交

流
セ

ン
タ

ー
）



2
4

４
.基

本
計

画
素

案
の

説
明

図
書

室

•中
央

図
書

館
分

室
と

し
て

1
0

0
0

0
冊

程
度

の
蔵

書

ホ
ー

ル
等

の
自

由
に

使
え

る
空

間
に

面
し

て
気

軽
に

本
を

手
に

取
り

、
読

書
が

で
き

る
［

左
:
⾧

野
市

民
館

、
右

:
竹

田
市

立
図

書
館

］

床
に

座
っ

て
遊

び
な

が
ら

絵
本

を
読

む
こ

と
が

で
き

る
（

参
考

:
こ

ど
も

本
の

森
 中

之
島

）
地

域
の

こ
と

を
学

べ
る

コ
ー

ナ
ー

（
参

考
:

あ
か

し
市

民
図

書
館

）

参
考

イ
メ

ー
ジ



2
5

事
業

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

（
予

定
）

４
.基

本
計

画
素

案
の

説
明

本
年

度
中

に
基

本
計

画
を

策
定

し
ま

す
。

来
年

度
よ

り
、

官
民

連
携

に
よ

る
計

画
の

具
体

化
を

進
め

ま
す

。
3

地
区

の
施

設
整

備
を

並
行

し
て

進
め

る
こ

と
は

難
し

い
た

め
、

段
階

的
に

整
備

を
進

め
る

も
の

と
し

ま
す

。

～
令

和
４

年
度

令
和

５
年

度
令

和
６

年
度

以
降

サ
ウ

ン
デ

ィ
ン

グ
調

査
（

公
募

等
）

※
官

民
連

携
手

法
を

導
入

す
る

場
合

再
整

備
計

画
基

本
方

針

市
民

ア
ン

ケ
ー

ト
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

①

測
量

、
地

質
調

査
、

設
計

、
各

種
調

整
等

官
民

連
携

導
入

可
能

性
等

検
証

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
②

基
本

計
画

策
定

(予
定

)



第
２

回
 ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

令
和

５
年

１
１

月
1

6
日

（
木

）

君
津

市
公

民
館

等
再

整
備

基
本

計
画

周
南

公
民

館
の

再
整

備
計

画

～
施

設
の

具
体

的
な

整
備

方
針

案
を

確
認

・
検

討
し

よ
う

!
～

君
津

市
・君

津
市

教
育

委
員

会

資
料

４
-２



1

本日の流れ
１ ． 開会あいさつ

２ ． 前回のおさらい

３ ． ワークショップの進め方の説明

４ ． 基本計画素案の説明

５ ． 各グループで意見交換

・テーマ①: 再整備のコンセプト案を確認・検討しよう

・テーマ②: 施設の具体的な整備方針案を確認・検討しよう

６ ． 結果発表

７ ． 閉会あいさつ・事務連絡
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公民館の現状や課題、今後の再整備の方向性について、地域にお住まいのみな

さまや活動団体のみなさまと意見交換を行います。

みなさまのご意見を今後の再整備基本計画の策定の参考にしていくことを目的と

します。

【ワークショップの目的】

■今年度の住民・ 関係者の参加と 計画策定のフ ロー
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回数 実施時期 内容

第１ 回 令和5年6月19日（ 月）
周南地区や公民館の現状・ 課題等を確認し 、
こ れ か ら の 公 民 館 の あ り 方 、 使 い 方 の
イ メ ージを出し 合う

第２ 回 令和5年11月16日（ 木）
基本計画素案について確認・ 検討する。
主に活用・ 活動の観点から 意見交換。

各回の概要
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開会あいさつ１
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前回のおさらい
（ 第1回ワークショップ 開催結果)２
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①開催日時
令和５ 年６ 月19日（ 月） 19時～21時

②参加者数
１ ４ 名

③ワークショップのテーマ
周南公民館の将来イメージ

～こんな公民館になったらいいな～

第１ 回ワークショップ開催概要

２ .前回のおさらい
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第１ 回ワークショップ開催結果

２ .前回のおさらい
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ワークショップの進め方３
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３ .ワークショップの進め方

ワークショップとは？
◯さまざまな立場の人々が集まって、
◯自由に意見を出し合い、
◯互いの考えを尊重しながら、

 意見や提案をまとめ上げていく場です。

ワークショップのマナー、基本ルール
◯相手の意見を最後まで聞く、さえぎらない。
◯相手の意見を否定しない、尊重する。
◯話し合いの時間を独り占めしない。

（話し合いの機会を大切にする、発言はできるだけ簡潔にする等）
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➀

公民館の老朽化への対応

《 第１ 回》 《 第２ 回》

今日の話し合いのテーマ

３ .ワークショップの進め方
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工程 内容 所要時間

自己紹介 ・ グループに分かれて各自簡単な自己紹介 ５ 分

意見交換

・ テーマに関する意見交換

 

65分

結果発表

・ グループの代表者により 各グループ結果について発表 10分

 

タイムテーブル

３ .ワークショップの進め方
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①再整備のコンセプト-基本目標 案を確認・検討しよう。

３ .ワークショップの進め方
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整備の考え方主な諸室機能分類

• 集会や講演会等の利用と し て地域住民が集える充分なスペースの確
保

• 卓球等の屋内スポーツができ る構造
• 発災時の避難場所と し て安心し て過ごし やすい空間

講堂

公民館機能
(生涯学習
機能、 集会
機能 等)

屋内
施設

• 多様なサーク ル活動等が可能な構造
会議室１
( 研修室）

• 会議室に畳表を 設置し ての兼用可

• 1部屋には茶室の機能を設ける
• 発災時には具合の悪い方の救護所等と し て利用できるよう 、 講堂と
同じ フ ロア・ 近いレイ アウト で検討

会議室２
( 兼和室）

• サーク ル利用だけでなく 、 災害時の活用も 想定し た設え
会議室３
( 兼調理実習室)

• 中央図書館分室(図書サービスコ ーナー)と し て1 ,500冊程度の蔵書図書室図書館機能

• 誰も が立寄り ・ 集いやすい雰囲気ホール管理・ 衛生
等 • 公民館利用の受付と 図書室の貸出・ 予約ができる設え事務室

• 事務用倉庫倉庫

• バリ アフ リ ーを考慮し た造り
• おむつ交換台や授乳室等、 子育て世代が利用し やすい施設設備の検
討

ト イ レ

• 講堂から 利用し やすい位置に配置する防災倉庫
災害拠点機
能

その
他

• 40台程度。 移動図書館の駐停車場所や、 地区文化祭等のイ ベント
利用も 想定。

• 雨天時に送迎利用者や図書(中央図書館より 搬入出)が濡れないよう 、
ポーチに面する位置に配置する

駐車場

―

②施設の具体的な整備方針案を確認・検討しよう。

３ .ワークショップの進め方

 

導入機能等( 案)
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基本計画素案の説明４
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君津市公民館等再整備の基本方針

４ .基本計画素案の説明

柔軟な利活用が可能な施設整備

公共施設と し ての基本性能を
充足し た施設整備

防災拠点機能の強化

誰も が安心・ 安全・ 快適に利用でき 、 安定的な行政サービ
スを 提供し 続けら れる施設を 目指し ます
Ｄ Ｘ 等の技術を 活用し た行政サービスの質の向上を図り ま
す
将来的な施設管理コ スト 削減のため、 既存施設の複合化や
現存する公共用地を 活用し た整備に努めます

シンプルで実用性の高い施設を 基本と し つつ、 多様なニー
ズに対応でき る 設えを効率的・ 機能的に再整備し ます
施設内レイ アウト は、 フ レ キシブルな利用が可能な、 機能
を固定し ないエリ アの配置や運用方法についても 検討し ま
す

地区の避難場所と し て、 耐震性の確保さ れた建物に再整備
し ます
イ ンフ ラ 途絶時でも 機能する 防災拠点と するために、 発電
機・ 蓄電器の導入や、 避難場所と し て充分なスペースの確
保等を 検討し ます

公民館等再整備を契機と し た地区の拠点形成
（ 小糸地区・ 小櫃地区）

生涯学習施設と し て多世代に利用さ れる公民館を 軸に、 地
区の公共施設の再編（ 複合化・ 集約化） を 図り ます
多様な目的で訪れる人々が出会う こ と により 新たな活動や
交流が生まれる 、 地域の“人”と 共に成⾧する拠点づく り を
進めます
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君津市公民館等再整備の基本方針

４ .基本計画素案の説明

施設の再整備の考え方
-建物の造り について-

施策 取組 ★: 重要取組
(1)省エネルギーの推進 省エネルギー機器等の導入推進★

省エネルギー建築の推進
(2)再生可能エネルギー利用の

推進
市有施設・ 遊休地における 再生可能エネルギー設備等の導入推進★
低炭素電力の利用推進

(5)吸収源対策の推進 森林資源の活用
(7)デジタ ル技術の活用によ る

脱炭素化の推進
DXの推進

①シン プルで、 実用性の高い施設

君津市の「 環境グリ ーン都市」 実現に向け、 「 第5次君津市地球温暖化対策実行計画」 の施策に
従っ て、 主に以下の事項に取り 組みながら 再整備を行う も のと し ます。
ラ イ フ サイ ク ルコ スト の低減につなげるべく 、 再整備後の運営維持管理を考慮し たエネルギー利
用等の最適化を 図る も のと し ます。

②誰も が利用し やすい施設

③地球環境に優し い施設

他用途への転用が可能なＳ Ｉ （ スケルト ンイ ンフ ィ ル） の考え方のも と 、 シン プルな施設構成と
し つつ多様な社会教育、 文化、 スポーツ・ レ ク リ エーショ ン活動を 受け容れる 造り と し ます。
日常メ ンテナンスや施設内レ イ アウト の変更の容易性など実用性を 重視するこ と と し ます。

バリ アフ リ ーやユニバーサルデザイ ンなどを 考慮し た施設の造り と し 、 誰も が使いやすい施設と
し ます。
ホール等のよう なフ リ ースペース的空間を設け、 誰も が気軽に立ち寄れて、 用事がなく と も 憩
い・ く つろげる環境を整備し 、 にぎわいや交流を生む拠点的施設と し ます。
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君津市公民館等再整備の基本方針

４ .基本計画素案の説明

民間活力の導入
-公民館再整備における官民連携の推進-

公民館等の再整備においては、 民間活力によ り 効率的・ 効果的な整備を進めると と も に、 地域のポテン シャ ルを 活かし
たにぎわい・ 魅力づく り を 官民連携で検討し ていき ます。 令和5年8月～9月に民間事業者等を対象と し たサウンディ ン
グ調査を実施し まし た。 調査結果から 、 公民館等再整備における 民間活力の導入方針を以下の通り と し ます。

※施設の整備～運営維持管理において民間活力の導入を 想定し ますが、
公民館事業についてはこ れまで通り 君津市の直営により 運営するも のと し ます。

官民連携と は
公共事業、 例えば公共施設の設計・ 工事・ 運営維持管理を民間事業者のノ ウハウを取り 入れながら 進
めるこ と です。
官民連携により 、 従来の公共サービスと 民間サービスが融合するこ と で、 利用者の利便性やサービス
の質の向上につながり ます。

■民間活力導入の基本方針

公民館等再整備事業を包括し て発注（ バンド リ ング） するなど、 事業者の
参入意欲向上や行政コ スト の縮減等につながる手法を検討し ます。

地域の利便性向上に資する事業を施設内または敷地内に導入するこ と を
検討し ます。
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新しい周南公民館 の再整備コンセプト

４ .基本計画素案の説明

地域を知り ・ 学び・ つながる公民館
～周南の人・ 自然・ 歴史文化を地域の手で守り 育てる場所～

第１ 回ワークショップで挙がったキーワード等

学校での授業と結びつけて地域
活動の記録などを展示する
小学校・中学校との連携
地区内の交流の場

地域のことをいろいろ
知ることができる

色んなスポーツがもっとできる施
設
新しいサークル活動

様々な利用ができる
⇒新たな利用者が増える

喫茶店、売店等飲食できるス
ペース
放課後に簡単に足を運べる場所

気軽に立ち寄れる
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新しい周南公民館 の立地の考え方

４ .基本計画素案の説明

敷地の一部が土砂災害特別警戒区域にかかる

周南中学校※

※周南小学校・周南中学校：施設分離型小中一貫校

周南小学校※

宮下公園

周南公民館

宮下どろんこ保育園
（認可保育園）

: 主な公共施設
: 主な民間施設
: 主な歴史文化資源
: バス停

                

                

●: 主な公共施設
●: 主な民間施設
●: 主な歴史文化資源
◆: バス停

周南公民館

周南小学校※

宮下公園

周南中学校※

宮下どろんこ保育園
（認可保育園）

※周南小学校・ 周南中学校: 施設分離型小中一貫校

現状

災害リ スク の低い土地、 かつ、 小中学生から高齢者まで
様々な世代が利用し やすい場所で検討し ます。

再整備後
の立地
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新しい周南公民館 の導入機能等（ 案）

４ .基本計画素案の説明

機能分類 主な諸室 整備の考え方

屋内
施設

公民館機能
(生涯学習
機能、 集会
機能 等)

講堂
• 集会や講演会等の利用と し て地域住民が集える充分なスペースの確保
• 卓球等の屋内スポーツができ る構造
• 発災時の避難場所と し て安心し て過ごし やすい空間

会議室１
( 研修室）

• 多様なサーク ル活動等が可能な構造

会議室２
( 兼和室）

• 会議室に畳表を設置し ての兼用可
• 1部屋には茶室の機能を設ける
• 発災時には具合の悪い方の救護所等と し て利用できるよう 、 講堂と 同じ フ ロ
ア・ 近いレイ アウト で検討

会議室３
( 兼調理実習室)

• サーク ル利用だけでなく 、 災害時の活用も 想定し た設え

図書館機能 図書室 • 中央図書館分室(図書サービスコ ーナー)と し て1, 500冊程度の蔵書

管理・ 衛生
等

ホール • 誰も が立寄り ・ 集いやすい雰囲気

事務室 • 公民館利用の受付と 図書室の貸出・ 予約ができる設え

倉庫 • 事務用倉庫

ト イ レ
• バリ アフ リ ーを考慮し た造り
• おむつ交換台や授乳室等、 子育て世代が利用し やすい施設設備の検討

その
他

災害拠点機
能

防災倉庫 • 講堂から 利用し やすい位置に配置する

―
駐車場

• 40台程度。 移動図書館の駐停車場所や、 地区文化祭等のイ ベント 利用も 想定。
• 雨天時に送迎利用者や図書(中央図書館より 搬入出)が濡れないよう 、 ポーチに
面する位置に配置する
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４ .基本計画素案の説明

基本的な考え方

シンプルで実用性の高い施設を 基本と し つつ、 多世代の多様なニーズに対応でき る設えを効率的・ 機能的に再整備し ます。
施設内レ イ アウト の検討に当たっ ては、 フ レ キシブルな利用が可能な機能を 固定し ないエリ アの配置や運用方法について
も 検討し ます。

会議室 研修室

和室・茶室

調理実習室

会議室に畳表を設置し ての兼用可

多様なサーク ル活動等が可能な構造
例: ダンス等の可能な床材、 壁面鏡

(参考: 下呂交流館)

(参考: 狭山市中央公民館)

(参考: 三鷹市公会堂)

間仕切り により 部屋の
広さ ・ 数を 変更可能

参考イ メ ージ

サーク ル利用だけでなく 、
災害時の活用も 想定し た造り
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参考イ メ ージ

４ .基本計画素案の説明

第１ 回ワークショップで挙がったキーワード等

講堂

•
•
•

いろいろなスポーツが
もっとできる

災害時に安心して
集まれる 部活動の一部連携

新しいサークル
（ ヨガ、ピラティス等）

親子で参加できる
イベントを増やす
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４ .基本計画素案の説明

第１ 回ワークショップで挙がったキーワード等

ホール

• 誰も が立寄り ・ 集いやすい雰囲気

喫茶店・売店等の飲食できるスペース
⇒気軽に立ち寄りたくなる

地域活動の記録などを展示する

地域のことをもっと知る機会
学生カフェや交流会

自習できる場所

参考イ メ ージ

市民活動等の展示も 可能なスペース
(参考: 千葉市生涯学習センタ ー)

コ ミ ュ ニティ カ フ ェ と し ての活用
（ 参考: 金田地域交流センタ ー）

オープンで自由に使える雰囲気
（ 参考: 野毛青少年交流センタ ー）
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４ .基本計画素案の説明

図書室

• 中央図書館分室(図書サービスコ ーナー)と し て1, 500冊程度の蔵書

参考イ メ ージ

ホール等の自由に使える空間に面し て気軽に本を手に取り 、 読書ができ る

（ 参考: ⾧野市民館） （ 参考: 竹田市立図書館）



25

事業スケジュール（ 予定）

４ .基本計画素案の説明

本年度中に基本計画を策定し ます。
来年度より 、 官民連携による計画の具体化を進めます。
3地区の施設整備を並行し て進めるこ と は難し いため、 段階的に整備
を進めるも のと し ます。

～令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度以降

サウンディ ング調査 （ 公募等）
※官民連携手法を 導入する場合

再整備
計画

基本方針

市民アンケート
ワーク

ショ ッ プ
①

測量、 地質調査、 設計、 各種調整等

官民
連携

導入可能性等検証

ワーク
ショ ッ プ

②

基本計画策定( 予定)
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．

前
回

の
お

さ
ら

い

３
．

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

進
め

方
の

説
明

４
．

基
本

計
画

素
案

の
説

明

５
．

各
グ

ル
ー

プ
で

意
見

交
換

・
テ

ー
マ

①
:

再
整

備
の

コ
ン

セ
プ

ト
案

を
確

認
・
検

討
し

よ
う

・
テ

ー
マ

②
:

施
設

の
具

体
的

な
整

備
方

針
案

を
確

認
・
検

討
し

よ
う

６
．

結
果

発
表

７
．

閉
会

あ
い

さ
つ

・
事

務
連

絡



2

 

公
民

館
の

現
状

や
課

題
、

今
後

の
再

整
備

の
方

向
性

に
つ

い
て

、
地

域
に

お
住

ま
い

の
み

な

さ
ま

や
活

動
団

体
の

み
な

さ
ま

と
意

見
交

換
を

行
い

ま
す

。

み
な

さ
ま

の
ご

意
見

を
今

後
の

再
整

備
基

本
計

画
の

策
定

の
参

考
に

し
て

い
く
こ

と
を

目
的

と

し
ま

す
。

【ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

目
的

】

■
今

年
度

の
住

民
・

関
係

者
の

参
加

と
計

画
策

定
の

フ
ロ

ー



3

回
数

実
施

時
期

内
容

第
１

回
令

和
5

年
6

月
2

0
日

（
火

）
小

櫃
地

区
や

公
民

館
の

現
状

・
課

題
等

を
確

認
し

、
こ

れ
か

ら
の

公
民

館
の

あ
り

方
、

使
い

方
の

イ
メ

ー
ジ

を
出

し
合

う

第
２

回
令

和
5

年
1

1
月

2
0

日
（

月
）

基
本

計
画

素
案

に
つ

い
て

確
認

・
検

討
す

る
。

主
に

活
用

・
活

動
の

観
点

か
ら

意
見

交
換

。

各
回

の
概

要



4



5

前
回

の
お

さ
ら

い
（

第
1

回
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

 開
催

結
果

)



6

①
開

催
日

時
令

和
５

年
６

月
2

0
日

（
火

）
1

9
時

～
2

1
時

②
参

加
者

数
１

６
名

③
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
テ

ー
マ

小
櫃

公
民

館
の

将
来

イ
メ

ー
ジ

～
こ

ん
な

公
民

館
に

な
っ

た
ら

い
い

な
～

第
１

回
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

開
催

概
要

２
.前

回
の

お
さ

ら
い



7

第
１

回
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

開
催

結
果

２
.前

回
の

お
さ

ら
い



8



9

３
.ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
進

め
方

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
と

は
？

◯
さ

ま
ざ

ま
な

立
場

の
人

々
が

集
ま

っ
て

、
◯

自
由

に
意

見
を

出
し

合
い

、
◯

互
い

の
考

え
を

尊
重

し
な

が
ら

、
 意

見
や

提
案

を
ま

と
め

上
げ

て
い

く
場

で
す

。

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

マ
ナ

ー
、

基
本

ル
ー

ル
◯

相
手

の
意

見
を

最
後

ま
で

聞
く

、
さ

え
ぎ

ら
な

い
。

◯
相

手
の

意
見

を
否

定
し

な
い

、
尊

重
す

る
。

◯
話

し
合

い
の

時
間

を
独

り
占

め
し

な
い

。
（
話

し
合

い
の

機
会

を
大

切
に

す
る

、
発

言
は

で
き

る
だ

け
簡

潔
に

す
る

等
）



1
0

➀

公
民

館
の

老
朽

化
へ

の
対

応

《
第

１
回

》
《

第
２

回
》

今
日

の
話

し
合

い
の

テ
ー

マ

３
.ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
進

め
方



1
1

工
程

内
容

所
要

時
間

自
己

紹
介

・
グ

ル
ー

プ
に

分
か

れ
て

各
自

簡
単

な
自

己
紹

介
５

分

意
見

交
換

・
テ

ー
マ

に
関

す
る

意
見

交
換

 
6

5
分

結
果

発
表

・
グ

ル
ー

プ
の

代
表

者
に

よ
り

各
グ

ル
ー

プ
結

果
に

つ
い

て
発

表
1

0
分

 

タ
イ

ム
テ

ー
ブ

ル

３
.ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
進

め
方



1
2

①
再

整
備

の
コ

ン
セ

プ
ト

-基
本

目
標

 案
を

確
認

・
検

討
し

よ
う

。

３
.ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
進

め
方



1
3

• • • • • • • • • • • • • • • • • • •

 

②
施

設
の

具
体

的
な

整
備

方
針

案
を

確
認

・
検

討
し

よ
う

。

３
.ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
進

め
方

導
入

機
能

等
(案

)



1
4

基
本

計
画

素
案

の
説

明



1
5

柔
軟

な
利

活
用

が
可

能
な

施
設

整
備

公
共

施
設

と
し

て
の

基
本

性
能

を
充

足
し

た
施

設
整

備
防

災
拠

点
機

能
の

強
化

誰
も

が
安

心
・

安
全

・
快

適
に

利
用

で
き

、
安

定
的

な
行

政
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

し
続

け
ら

れ
る

施
設

を
目

指
し

ま
す

Ｄ
Ｘ

等
の

技
術

を
活

用
し

た
行

政
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

向
上

を
図

り
ま

す 将
来

的
な

施
設

管
理

コ
ス

ト
削

減
の

た
め

、
既

存
施

設
の

複
合

化
や

現
存

す
る

公
共

用
地

を
活

用
し

た
整

備
に

努
め

ま
す

シ
ン

プ
ル

で
実

用
性

の
高

い
施

設
を

基
本

と
し

つ
つ

、
多

様
な

ニ
ー

ズ
に

対
応

で
き

る
設

え
を

効
率

的
・

機
能

的
に

再
整

備
し

ま
す

施
設

内
レ

イ
ア

ウ
ト

は
、

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

な
利

用
が

可
能

な
、

機
能

を
固

定
し

な
い

エ
リ

ア
の

配
置

や
運

用
方

法
に

つ
い

て
も

検
討

し
ま

す

地
区

の
避

難
場

所
と

し
て

、
耐

震
性

の
確

保
さ

れ
た

建
物

に
再

整
備

し
ま

す
イ

ン
フ

ラ
途

絶
時

で
も

機
能

す
る

防
災

拠
点

と
す

る
た

め
に

、
発

電
機

・
蓄

電
器

の
導

入
や

、
避

難
場

所
と

し
て

充
分

な
ス

ペ
ー

ス
の

確
保

等
を

検
討

し
ま

す

公
民

館
等

再
整

備
を

契
機

と
し

た
地

区
の

拠
点

形
成

（
小

糸
地

区
・

小
櫃

地
区

）

生
涯

学
習

施
設

と
し

て
多

世
代

に
利

用
さ

れ
る

公
民

館
を

軸
に

、
地

区
の

公
共

施
設

の
再

編
（

複
合

化
・

集
約

化
）

を
図

り
ま

す
多

様
な

目
的

で
訪

れ
る

人
々

が
出

会
う

こ
と

に
よ

り
新

た
な

活
動

や
交

流
が

生
ま

れ
る

、
地

域
の

“人
”と

共
に

成
⾧

す
る

拠
点

づ
く

り
を

進
め

ま
す

君
津

市
公

民
館

等
再

整
備

の
基

本
方

針

４
.基

本
計

画
素

案
の

説
明



1
6

君
津

市
公

民
館

等
再

整
備

の
基

本
方

針

４
.基

本
計

画
素

案
の

説
明

施
設

の
再

整
備

の
考

え
方

-建
物

の
造

り
に

つ
い

て
-

施
策

取
組

 ★
:

重
要

取
組

(1
)省

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

推
進

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

機
器

等
の

導
入

推
進

★
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
建

築
の

推
進

(2
)再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

利
用

の
推

進
市

有
施

設
・

遊
休

地
に

お
け

る
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

設
備

等
の

導
入

推
進

★
低

炭
素

電
力

の
利

用
推

進
(5

)吸
収

源
対

策
の

推
進

森
林

資
源

の
活

用
(7

)デ
ジ

タ
ル

技
術

の
活

用
に

よ
る

脱
炭

素
化

の
推

進
D

X
の

推
進

①
シ

ン
プ

ル
で

、
実

用
性

の
高

い
施

設

君
津

市
の

「
環

境
グ

リ
ー

ン
都

市
」

実
現

に
向

け
、

「
第

5
次

君
津

市
地

球
温

暖
化

対
策

実
行

計
画

」
の

施
策

に
従

っ
て

、
主

に
以

下
の

事
項

に
取

り
組

み
な

が
ら

再
整

備
を

行
う

も
の

と
し

ま
す

。
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

コ
ス

ト
の

低
減

に
つ

な
げ

る
べ

く
、

再
整

備
後

の
運

営
維

持
管

理
を

考
慮

し
た

エ
ネ

ル
ギ

ー
利

用
等

の
最

適
化

を
図

る
も

の
と

し
ま

す
。

②
誰

も
が

利
用

し
や

す
い

施
設

③
地

球
環

境
に

優
し

い
施

設

他
用

途
へ

の
転

用
が

可
能

な
Ｓ

Ｉ
（

ス
ケ

ル
ト

ン
イ

ン
フ

ィ
ル

）
の

考
え

方
の

も
と

、
シ

ン
プ

ル
な

施
設

構
成

と
し

つ
つ

多
様

な
社

会
教

育
、

文
化

、
ス

ポ
ー

ツ
・

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

活
動

を
受

け
容

れ
る

造
り

と
し

ま
す

。
日

常
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
や

施
設

内
レ

イ
ア

ウ
ト

の
変

更
の

容
易

性
な

ど
実

用
性

を
重

視
す

る
こ

と
と

し
ま

す
。

バ
リ

ア
フ

リ
ー

や
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
な

ど
を

考
慮

し
た

施
設

の
造

り
と

し
、

誰
も

が
使

い
や

す
い

施
設

と
し

ま
す

。
ホ

ー
ル

等
の

よ
う

な
フ

リ
ー

ス
ペ

ー
ス

的
空

間
を

設
け

、
誰

も
が

気
軽

に
立

ち
寄

れ
て

、
用

事
が

な
く

と
も

憩
い

・
く

つ
ろ

げ
る

環
境

を
整

備
し

、
に

ぎ
わ

い
や

交
流

を
生

む
拠

点
的

施
設

と
し

ま
す

。



1
7

君
津

市
公

民
館

等
再

整
備

の
基

本
方

針

４
.基

本
計

画
素

案
の

説
明

公
民

館
等

の
再

整
備

に
お

い
て

は
、

民
間

活
力

に
よ

り
効

率
的

・
効

果
的

な
整

備
を

進
め

る
と

と
も

に
、

地
域

の
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
を

活
か

し
た

に
ぎ

わ
い

・
魅

力
づ

く
り

を
官

民
連

携
で

検
討

し
て

い
き

ま
す

。
令

和
5

年
8

月
～

9
月

に
民

間
事

業
者

等
を

対
象

と
し

た
サ

ウ
ン

デ
ィ

ン
グ

調
査

を
実

施
し

ま
し

た
。

調
査

結
果

か
ら

、
公

民
館

等
再

整
備

に
お

け
る

民
間

活
力

の
導

入
方

針
を

以
下

の
通

り
と

し
ま

す
。

■
民

間
活

力
導

入
の

基
本

方
針

公
民

館
等

再
整

備
事

業
を

包
括

し
て

発
注

（
バ

ン
ド

リ
ン

グ
）

す
る

な
ど

、
事

業
者

の
参

入
意

欲
向

上
や

行
政

コ
ス

ト
の

縮
減

等
に

つ
な

が
る

手
法

を
検

討
し

ま
す

。

地
域

の
利

便
性

向
上

に
資

す
る

事
業

を
施

設
内

ま
た

は
敷

地
内

に
導

入
す

る
こ

と
を

検
討

し
ま

す
。

※
施

設
の

整
備

～
運

営
維

持
管

理
に

お
い

て
民

間
活

力
の

導
入

を
想

定
し

ま
す

が
、

公
民

館
事

業
に

つ
い

て
は

こ
れ

ま
で

通
り

君
津

市
の

直
営

に
よ

り
運

営
す

る
も

の
と

し
ま

す
。

官
民

連
携

と
は

公
共

事
業

、
例

え
ば

公
共

施
設

の
設

計
・

工
事

・
運

営
維

持
管

理
を

民
間

事
業

者
の

ノ
ウ

ハ
ウ

を
取

り
入

れ
な

が
ら

進
め

る
こ

と
で

す
。

官
民

連
携

に
よ

り
、

従
来

の
公

共
サ

ー
ビ

ス
と

民
間

サ
ー

ビ
ス

が
融

合
す

る
こ

と
で

、
利

用
者

の
利

便
性

や
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

向
上

に
つ

な
が

り
ま

す
。

民
間

活
力

の
導

入
-公

民
館

再
整

備
に

お
け

る
官

民
連

携
の

推
進

-



1
8

新
し

い
小

櫃
地

区
拠

点
施

設
 の

再
整

備
コ

ン
セ

プ
ト

４
.基

本
計

画
素

案
の

説
明

第
１

回
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
挙

が
っ

た
キ

ー
ワ

ー
ド

等

福
祉

活
動

に
利

用
で

き
る

部
屋

通
信

設
備

（
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

）
の

充
実

防
災

活
動

拠
点

と
し

て
の

充
実

地
域

活
動

拠
点

と
し

て
の

充
実

子
ど

も
が

気
楽

に
寄

り
道

で
き

て
遊

べ
る

ス
ペ

ー
ス

放
課

後
に

立
寄

れ
る

場
所

子
ど

も
の

遊
び

場
づ

く
り

子
ど

も
向

け
の

塾
の

開
催

子
ど

も
の

居
場

所
、

遊
び

場
施

設
内

の
バ

リ
ア

フ
リ
ー

化
、

手
す

り
の

設
置

机
や

イ
ス

の
出

し
入

れ
が

簡
単

に
で

き
る

お
茶

を
飲

み
な

が
ら

くつ
ろ

げ
る

、
明

る
い

空
間

移
住

し
て

き
た

人
に

も
や

さ
し

い

誰
も

が
使

い
や

す
い

、
気

軽
に

立
ち

寄
れ

る



1
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J
R
小

櫃
駅

国道410号

上
総

小
櫃

中
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令和５ 年度君津地方社会教育委員研修会開催要項 

 

１  趣 旨  

２ ０ ２ ０ 年４ 月の緊急事態宣言発出以降、３ 年間にわたるコ ロナ禍は、令和５

年５ 月８ 日に新型コ ロナウイ ルスが「 ５ 類感染症」 へと 位置づけが変わっ たこ と

を受け、 収束を迎えるこ と になっ た。  

こ の間、 君津地方においても コ ロナ禍の影響を受け、「 学びの機会」 が大き く

揺さ ぶら れる状況を経験し た中で、 令和４ 年度には、「 見えないウイ ルスから 見

えてき たこ と 」 と 題し た研修会を実施し 、いま必要な社会教育のあり 方について

各市社会教育委員と 職員が共に学び合う 機会を設けた。  

現在、君津地方の社会教育行政を取り 巻く 状況は、大き な変化の途上にあり 、

社会教育委員の役割はますます重要なも のになっ ている。  

そこ で、今回は、改めて各社会教育施設がその地域にある意味を捉え直すと 共

に、 社会教育行政の「 こ れから 」 に向けた社会教育委員の役割について学ぶ機会

と し て研修会を実施し たい。  

 

２  テーマ  「 社会教育行政の「 こ れから 」 に向けた社会教育委員の役割」  

 

３  日 時  令和５ 年８ 月２ ２ 日（ 火） 午後２ 時から ４ 時３ ０ 分まで 

 

４  会 場  君津市生涯学習交流センタ ー 多目的ホール 

       （ 住所： 君津市久保２ －１ ３ －２  Ｔ Ｅ Ｌ ： 0439（ 50） 3980）  

 

５  講 師  長澤 成次 氏 

（ 千葉大学名誉教授、 元放送大学千葉学習センタ ー所長）  

 

６  対象者  木更津市・ 君津市・ 富津市・ 袖ケ浦市社会教育委員及び関係職員 

５ ０ 名程度 

 

７  主 催  君津地方社会教育委員連絡協議会 

 

８  内 容  （ １ ） 各市報告 

「 君津地方の社会教育を 取り 巻く 状況と 社会教育委員の取組」 

       （ ２ ） 講師講演 

         「 社会教育行政の『 こ れから 』に向けた社会教育委員の役割」 

       （ ３ ） 感想、 意見交流 

        「 より 充実し た社会教育委員活動に向けて」  

 

 

 

 
1

資料５



９  日程（ １ ５ ０ 分）  

時間 項目 内容など 

5 分 開会行事 主催者あいさ つ、 趣旨・ 日程説明等 

10 分 【 木更津市】  

・ 社会教育を取り 巻く 状況 

・ 木更津市社会教育委員の取組 

報告： 山下 理 

報告： 木更津市社会教育委員会 議長 

10 分 【 君津市】  

・ 社会教育を取り 巻く 状況 

・ 君津市社会教育委員の取組 

報告： 柴田 学 

報告： 君津市社会教育委員会 委員長 

 

10 分 【 袖ケ浦市】  

・ 社会教育を取り 巻く 状況 

・ 袖ケ浦市社会教育委員の取組 

報告： 柳井 健 

報告： 袖ケ浦市社会教育委員会 委員長 

10 分 【 富津市】  

・ 社会教育を取り 巻く 状況 

・ 富津市社会教育委員の取組 

報告： 吉村 直 

報告： 富津市社会教育委員会 委員長 

65 分 【 講演】  

「 社会教育行政の『 こ れから 』 に

向けた社会教育委員の役割」  

講師： 長澤 成次 氏 

（ 講義 60 分、 質疑 5 分）  

10 分 【 休憩】   

20 分 【 感想、 意見交流】  

「 より 充実し た社会教育委員の活

動に向けて」  

・ 参加者 4～6 名でグループを つく る 

・ 各市の状況、 講師報告を 受け、 委員、

職員のそれぞれの立場の役割、 取り 組み

について検討する。  

5 分 グループ報告・ 全体意見交換  

5 分 【 講師ふり かえり 】  講師： 長澤 成次 氏 

 閉会行事 ・ 連絡事項伝達 

・ アンケート 記入 

 

＊社会教育を取り 巻く 状況について 

木更津市： 公民館使用料有料化について 

君津市 ： 清和地区拠点整備における公民館の再整備状況 

袖ケ浦市： 公民館の市長部局移管計画の経緯 

富津市 ： 富津市図書館の設置に関する経緯 
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第５ ８ 回千葉県社会教育振興大会開催要項 
 

１  趣 旨 

社会教育は、 昭和２ ４ 年の社会教育法制定以来、 学校教育以外における学習の機会を

提供し 、 個人の教養の向上や生活文化の振興のみなら ず、 人々の信頼関係や相互支援の

気風をつく るなど、 生活基盤を形成する「 学び」 の実践を 核と し た地域づく り に寄与し

てき まし た。  

今日、人生 100 年時代、Soci et y5. 0※1 の到来、DX※2 の急速な進展、新型コ ロ ナウイ ルス

感染症への対応など、 社会は急速な変化を 続けており 、 VUCA※3 の時代と も 呼ばれる予測

困難な時代を迎えています。また、人口減少、少子高齢化、核家族化、未婚化・ 晩婚化、

こ れら を 背景と し た単身世帯や単身高齢者の増加と いっ た社会環境の劇的な変化が進

み、 地域社会を 支える地縁・ 血縁と いっ た人と 人と の関係性や「 つながり 」 は希薄化し

ています。  

こ う し た社会の急速・ 複雑な変化への対応が求めら れる中、 社会教育には、 学校教育

で取り 扱われる内容の範疇に留まら ない、社会の変化に即応し た様々なテーマを 幅広く

学び、 主体的に学ぶ意思を 持ち、 教え学び合う 当事者と なり 、 その学習の成果が地域に

おける活動に還元さ れるよ う な循環が生まれるこ と が求めら れています。  

そこ で、 社会教育委員を はじ め社会教育関係者が一堂に会し 、「 学びを 通じ た『 人づ

く り ・ つながり づく り ・ 地域づく り 』 の循環」 を テーマに、 社会教育の振興と 生涯学習

の推進に向けて研究を深めると と も に、一層の進展を 目的と し て、本大会を 開催し ます。 

※1 Society5.0： サイ バー空間(仮想空間)と フ ィ ジカ ル空間(現実空間)を高度に融合さ せたシステムにより 、経済発展

と 社会的課題の解決を両立する、 人間中心の社会(Society) 

※2 DX：「 ﾃ゙ ｼ゙ ﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫ ﾒー ｼーｮﾝ」 の略。デジタ ル技術を社会に浸透さ せて人々の生活をより 良いも のへと 変革するこ と 。  

※3 VUCA(ﾌﾞ ｶー)： Volatility(変動性)、 Uncertainty(不確実性)、 Complexity(複雑性)、 Ambiguity(曖昧性)の頭文字 

 

２  テーマ  「 学びを通じ た『 人づく り ・ つながり づく り ・ 地域づく り 』 の循環」  

 

３  期 日  令和５ 年１ ０ 月４ 日（ 水）  

 

４  会 場  千葉県総合教育センタ ー 
（ 千葉市美浜区若葉２ －１ ３ ）  
メ ディ ア教育棟１ 階 大ホール 

        

５  主 催  千葉県社会教育委員連絡協議会 

 

６  参加者  県内社会教育委員、 事務担当者 

 

７  日 程  受付     ９ ： ３ ０ ～９ ： ５ ０  

 

 ○ 社会教育専門講座  １ ０ ： ０ ０ ～１ １ ： ３ ０  

「 生涯学習実践研修会」  

  講 師  法政大学教授 久井 英輔 氏 

テーマ  学習成果を 地域に生かす 

※1 Society5.0： 参考 

  
 
※2 DX： 参考  

 
 
※3 VUCA： 参考 
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（ １ ） 開会行事     １ １ ： ４ ０ ～１ ２ ： １ ５  

① 主催者挨拶 

② 千葉県社会教育委員連絡協議会表彰 

  ③ 被表彰者代表挨拶 

④ 来賓祝辞 

  ⑤ 祝電披露 

    

～ 昼食・ 休憩 ～ 

 

（ ２ ） 事例発表     １ ３ ： ３ ０ ～１ ４ ： ３ ０  

  ア 君津地区 「 社会教育委員と 職員で紡ぐ 研修会」  

発表者 君津市教育部生涯学習文化課 

     社会教育主事 柴田 学 氏 

  イ  市原市  「 いち はら 市民大学での取り 組み ～学びを活かす生涯学習～」  

発表者 市原市社会教育委員会議 

     委員長 大浦 善博 氏 

市原市生涯学習センタ ー 

     社会教育主事 松下 隼人 氏 

  ウ 千葉市  「 コ ロ ナ禍におけるオンラ イ ン事業の取組みについて」  

発表者 千葉市生涯学習センタ ー 

     マネージャ ー 野 哲也 氏 

※ 発表時間： 各１ ５ 分 質疑： 各３ 分 

 

（ ３ ） 分科会      １ ４ ： ４ ５ ～１ ６ ： ０ ０  

    第１ 分科会 「 地域課題に向き 合う 社会教育委員と 行政の連携」  

    第２ 分科会 「 地域の学びを支える社会教育委員の取組」  

    第３ 分科会 「 現代的課題解決のための社会教育委員の取組」  

 

（ ４ ） 閉会行事     １ ６ ： １ ０ ～１ ６ ： ３ ０  

  ア 分科会報告 

  イ  決議文採択 

  ウ 閉会の言葉 

 

８  参加費    １ 人 ３ ， ０ ０ ０ 円 （ 昼食代を 含む）  

 

９  その他 

（ １ ） 各市町村と も 多く の参加をお願いし ます。（ 表彰者を除く ３ ～５ 名）  

（ ２ ） 駐車場については、 他の研修等の状況により 当日混雑するこ と も 考えら れますの

で、 時間に余裕を も っ てお越し く ださ い。  
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  会場参加申込者 ラ イ ブ 配信によ る 参加申込者 

１  参加費用 3, 500 円 3, 500 円 

２  大会冊子の配付 ○（ 会場で配付）  ○（ 郵送によ り 配付）  

３  ラ イ ブ 配信用アド レ スの配付 ○ ○ 

４  全体会への参加 ○（ 会場）  ○（ ラ イ ブ配信）  

５  分科会への参加 ○（ 会場）  × 
６  大会報告書の配付 希望者は別途購入 ○（ 郵送）  
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